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蓬莱さんの スケッチ予報展覧会開催
昨年末から年始にかけての2013年12月21日（土）～2014年1月12日（日）ま

で、科学館では「かんさい情報ネット ten. 蓬莱さんのスケッチ予報展覧会」を開
催しました。テレビでおなじみの気象予報士・蓬莱大介さんが毎日描いている「ス
ケッチ予報」を一堂に展示して、気象に関する理解を深めようというイベントで
す。スケッチで見ることで、よりその時の天気を実感として感じながら、毎日の天
気を振り返り、季節や年による違いを知ってもらおうというイベントでした。

設営
イベント会場は、4階のサイエンスギャラ

リーコーナーでした。12月20日（金）、午後
5時の閉館とともに、設置作業が始まりまし
た。美術スタッフさんが大勢来られて、手
際よく作業が進められました。
設営パネルは事前に搬入ルートを確認

し、寸法を測定していましたが、エレベー
ターにぎりぎり入るサイズで、運び込みは
一苦労でした。
しかしさすが普段テレビでさまざまなセ

ットを作られている皆さんの作業で、短時間で見違えるようなコーナーができあ
がりました。

展示
21日（土）よりスケッチ予報展が始まりま

した。蓬莱さんが描かれた800枚近くの絵
の中から、およそ350枚が展示されまし
た。楽しい絵が満載で、1枚ごとに見なが
ら、そうだこんな日だったなあ、と思い出す
ことができました。並べてみると、蓬莱さん
の絵がだんだん上手になってくる様子も
分かったりします。
わざわざスケッチでお天気を知らせるのは、明日のお天気のポイントを視聴者

の方に短時間で分かりやすく伝えるための工夫です。そのために毎日欠かさず
絵を描く気象キャスターさんの苦労に頭が下がります。

設営風景

会場風景
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また、年内はイベント会場で「スケッチ予報カレンダー」を配布しました。各日先
着100名限定のため朝早くから並ばれた方もいたようで、寒い中お越しいただ
き、ありがとうございました。

トークショー
22日（日）はトークショーが開催されました。この日の他にも期間中、なんと合
計4回もトークショーが開催され、その度に蓬莱さんが科学館までお越し下さい
ました。
さすが、気象キャスターさんの話は分かりや
すく面白かったです。さらにせっかく科学館で
開催するのだから、ということで、サイエンス
ショー「水の科学」とのコラボレーションで実施
させていただきました。
分かりやすい話と、科学館の実験を合わせ

て見ることで、なぜ雲ができたり雨が降ったり
するのか、より深く理解してもらえたのではな
いかと思っています。

生中継
23日（月）は、会場から生中継が行われました。生中継というのはとても大変

で、中継車からケーブルを4階まで引く必要があります。事前に何度も下見して
ルートを確認し、お客さんの邪魔にならないようケーブルを引いています。
夕方の中継でしたが、午前中から準備を行っていました。何度もリハーサルを
実施し、各スタッフの動き、話す内容を確認して本番が実施されました。
この日は天気予報も科学館から中継で伝えました。天気予報を科学館から行

ったのは、今回が初めてではないでしょうか。

今回は冬休みの期間だけでしたが、大勢のお客さんがお越し下さり、熱心に鑑
賞いただき、本当にありがとうございま
した。科学館には現在、気象に関する展
示はあまりないのですが、気象は自然科
学の重要な一分野でもあり、毎日の生
活にも密着した現象でもあります。今
後、気象に関する展示も充実させていき
たいと思っています。

江越 航(科学館学芸員)

大盛況のトークショー

清水健アナ（左）、蓬莱さん（右）と
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